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研究成果の概要（和文）：本研究は、後期ローマ帝国時代の西方属州について、その政治過程を

文献史料と考古資料の両方を用いて分析しようと試みたものである。研究動向の把握にまず努

め、「古代末期」学派をめぐる学界の状況と問題点を明らかにした。次いで、西方属州について

精査し、ローマ風の都市的生活の浸透度如何が４世紀の当該地域の動向に大きく関係していた

ことを明らかにしたが、５世紀以降の史料に記される反ゲルマン感情を政治史構築に持ち込ん

ではならないことも深く認識された。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the political process of the 

western provinces of Later Roman Empire through the analyzing of literary and 

archaeological sources. In the first place, the Head Investigator tried to examine the 

academic trend of researches of the Later Roman Empire and to explain the problems of 

researches by the Late Antiquity School. Secondly, he analyzed the political process of the 

western provinces and found the relationship between the changes of these provinces in the 

4th century and the level of Romanization in the High Empire. He also emphasized that the 

scholars of Later Roman Empire should not accept the anti-German attitude written in the 

literary sources of the 5th century as an important fact to construct the historical image of 

the 4th century Roman Empire.     
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１．研究開始当初の背景 

 ローマ帝国の衰亡は、世界史上第１級の研
究テーマの一つとなってきた。そして、帝国
の衰退過程や衰退原因については、18 世紀の

モンテスキュー『ローマ人盛衰原因論』やエ
ドワード・ギボンの『ローマ帝国衰亡史』以
来、連綿と研究と变述がなされてきたのであ
り、論者の時代を色濃く反映させながらさま
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ざまに語られてきたのである。19 世紀に近代
歴史学が成立し古代史研究が順調に発展し
た後は、きわめて精緻で冷静な研究に基づく
見解も発表され、20 世紀の後半に入ると、そ
うした研究の成果や諸学説が整理されて、学
界の共有財産として定着したかに思われた。 

しかし、20 世紀の第３四半世紀を過ぎて、
ローマ帝国の衰亡に関わる分野の研究が急
速に進み、学界に大きな変化が生じた。アメ
リカ合衆国、プリンストン大学教授のピータ
ー・ブラウン博士らが、ローマ帝政時代の後
半、後期ローマ帝国時代について、帝国の衰
退と古代の終わりという消極的なイメージ
をともなった歴史像から解き放ち、紀元後２
世紀からビザンツ帝国初期時代に至るまで
の地中海世界を、独自で積極的な価値を持つ
「古代末期」と定義して、その意義を強調し、
時代認識を一変させたのである。ブラウン教
授らの「古代末期」学派の活躍で、学界では
もはやローマ帝国の「衰亡」は語られなくな
り、代わって「ローマ世界の変容」が８世紀
のバグダードまで視野に入れながら議論さ
れるようになった。 

だが、彼らの研究はローマ世界のうちでも
ビザンツ帝国へと継受されるローマ帝国東
部に重心がおかれ、政治的にはゲルマン民族
の移動の嵐の中で解体したローマ帝国の西
部については、それほど議論がなされていな
い。しかも、彼らの研究は主として社会史的
宗教史的な視角からなされているため、政治
を語るには弱い。 

一方、帝国の西部の研究について大きな貢
献をしたのは、わが国では佐藤彰一氏に代表
される西ヨーロッパの初期中世史の研究者
たちである。しかし、彼らの論じた「ポスト・
ローマ期」論は、中世史家の作業であるゆえ、
ローマ帝政初期の研究からの連続性は希薄
で、認識目標の中心にローマ帝国が置かれて
いるわけでもない。 

したがって、古代末期のローマ帝国西部の
研究、とりわけ政治史的な研究は、旧来から
の後期ローマ帝国史研究のまま取り残され
ているといって過言ではない。本研究は、か
かる学界の状況をふまえて、欧米学界の現在
の主たる潮流とは異なる立場から、独自に後
期ローマ帝国史の研究を進めようと考えた
ものである。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、いわゆる後期ローマ帝国時代の
帝国西部の政治状況を多元的に分析しよう
とするものである。１で述べたような、近年
の学界における「古代末期」研究と西ヨーロ
ッパ初期中世史研究の発展を批判的に摂取
し、また帝政前半期に関する研究代表者自身
のこれまでの研究成果を踏まえつつ、後期ロ

ーマ帝国時代の帝国西部の政治状況を、独自
の視点から検討する。「独自の視点」とは、
従来の諸研究のようにローマ市やイタリア
を中心とする地中海帝国としてのローマ帝
国の動向を基軸とせず、むしろイタリアを離
れた辺境の属州に視点を置き、時代を動かす
動因の場を考察することである。さらに、帝
国をハイブリッドな構造体と捉える観点か
ら、古代終焉期の政治力学を論じる際に「ロ
ーマ人」対「ゲルマン人」といった安易な二
項対立に陥らずに多元的な解析を試みるこ
とも、本研究の独創的な作業である。辺境属
州こそ古代から中世への移行期の政治的激
動の場であり、また安易な二項対立を取らな
い解析によって、研究の特殊ヨーロッパ的な
性格を克服できると期待される 

 

 

３．研究の方法 

研究の具体的な方法としては、以下の３つ
の方法をおもに用いた。 
 
（１）後期ローマ帝国の政治史に関する研究
史の精査。 
私はローマ帝国の研究に 20 年以上にわた

って従事してきたが、帝国の最盛期である紀
元１～３世紀が長らく専門としてきた時代で
あり、本格的な後期ローマ帝国時代の研究は
今回が初めてである。本研究の計画の立案の
ために、後期ローマ帝国史研究についてかな
りの調査をおこなったけれども、実際に研究
を開始するにあたっては、いまいちど、より
広範囲に従来の諸研究を本格的に精査するこ
とから始めた。とりわけＡ・Ｈ・Ｍ・ジョー
ンズの大著が発表された 1960 年代以降の研
究について、正確にその内容を把握するとと
もに、それらが充分扱ってこなかった領域、
時期、そして考証の次元を明らかにすること
を試みた。 
 
（２）ブリテン島と現在のドイツ・スイスに
相当する地域を中心としたローマ帝国辺境属
州の遺跡や遺物に関する実地調査。 
研究テーマの性格上、対象となる地域にお

ける実地調査が大きな効果を生むことは間違
いない。イギリス、ドイツ、スイス、フラン
ス、そしてドナウ川上・中流域を対象とし、
実地調査をおこなうこととした。後期ローマ
帝国時代の重要都市の実態を、遺跡と遺物を
通じて把握することを目指したわけである。
また、ゲルマン人とローマ人の間をわけた帝
国国境線の城塞などの遺跡も調査して、その
国境の内と外との関係を、19 世紀以降のイデ
オロギーが混入した「民族」概念にとらわれ
ることなく、考古資料に即して理解すること
に努めた。調査にあたっては、イギリスでは
ケンブリッジ大学古典学部、ドイツではケル



 

 

ン大学などに拠点を置き、同学の研究者から
助言を得て実態調査を実施した。 
 
（３）後期ローマ帝国時代の研究をおこなっ
ている日本人研究者の研究集会。 
日本の西洋史学界においては、すでに上記

１で説明したピーター・ブラウン教授の影響
で、近年古代末期史研究者が急速に増えてい
る。私のおこなおうとする帝国の西部につい
ての研究が、その独自性を主張しつつも、帝
国東部を主たる舞台にしたブラウン教授ら
の研究と疎遠であることは望ましいことで
はなく、相互に情報を交換し刺激しあって研
究するべきだと考える。そこで、わが国の古
代末期史研究者の小規模な集会を持ち、後期
ローマ帝国についてどのような研究課題を
現在求めているのかといったレヴェルから
始めて、ローマ帝国の衰亡に関わる歴史認識
の問題にいたるまで討議することとした。 
 
                                                
４．研究成果 
 後期ローマ帝国の政治史に関する研究史
の把握は、帝国史研究全体が 1980 年代以降
急速に研究の細分化が進行したために、困難
を極めた。とくに、後期ローマ帝国西方属州
の都市については、ケーススタディが増えた
が、議論と結論が地域ごとに異なり、集約す
ることが容易でなかった。帝国全体でも、危
機的状況を呈しているライン・ドナウ沿岸の
諸地域と異なり、北アフリカの属州都市は比
較的安定しているなどの違いもある。帝国西
部の政治状況といっても、諸都市を核にして
考えねばならないので、都市についての研究
状況の把握は、今後も継続しなければならな
い課題となっている。 
 研究史と学界動向の把握のためには、現在
の古代終焉期理解の主流学説となっている
「古代末期」学派の見解、ならびにそれの問
題点の検討がなされなければならないが、こ
れについては、独自の検討ばかりでなく、計
画段階で予定していた日本の研究者の間で
の討議を主宰することができて、大いに進ん
だ。日本西洋史学会第 58 回大会（2008 年 5
月 11 日 於 島根大学）で、ローマ帝国の
『衰亡』をめぐるシンポジウムをおこない、
その成果を学会誌『西洋史学』第 234 号誌上
で発表できたのは大きな成果であると自負
している。ここでは、「古代末期」学派の研
究の問題点をはっきり指摘し、同時に近年の
同学派に対するイギリス学界での批判の提
示をいかに受けとめるべきかという点も議
論できている。わが国の研究者の有るべき研
究の方向性についてさまざまな可能性を紹
介できたことは、学界に対する貢献であると
自ら評価している。この研究史の検討と並行
して、日本人研究者の西洋古代史に対する研

究のあり方をも考察し、外国語と日本語で出
された共著の分担執筆として発表したこと
も成果であったと考えている。 
（以上が「３．研究の方法」に記述した（1）

と（3）に対応する成果である。） 
 いまひとつの重要な課題（「３．研究の方
法」に記述した（2）に対応）は、政治史の
観点からの西方属州の実態分析である。海外
の遺跡と博物館等の調査により、物質資料の
点から、研究対象地域について具体的な知見
を得ることができたが、最も理解が進んだ論
点は、いわゆる「ローマ化」と後期ローマ帝
国時代の状況との関係についてである。考古
学的な研究の成果をまとめた文献や実地で
の調査によって、帝政盛期にローマ風の都市
的生活が浸透していた地域と、そうではなか
った地域との間には、後期ローマ帝国時代の
状況にはっきりとした違いがあることが認
識された。 

ブリテン島のように、「ローマ化」が表層
に留まったとされる地域は、政治的に帝国の
支配を離脱する可能性を早くから醸成して
いたことが、都市の構造から判明した。同じ
ことは、比較のために検討したドナウ川中流
域のアクインクム（現ブダペスト）の歴史を
通じても把握できた。一方、帝政盛期に比較
的「ローマ化」が進んだと思われる現在のフ
ランスに相当する地域では、後期ローマ帝国
時代の政治的な変動に対して多様な対応が
観察されたが、ローマ風の生活様式が深く根
を下ろしていたところでは、5 世紀以降の諸
部族の移動にともなう都市的な共同体の変
容は劇的であったことが、遺跡や遺物から観
察された。 
ただし、そうした激変する都市の姿を、5

世紀以降の文献史料に残されている「ロー
マ」側の「反ゲルマン」的な感情と抱き合わ
せて歴史像として提示することは不適切で
ある。このことも、帝国領とその「外」の世
界との関係を考察する中で了解できた。従っ
て、さらに深められるべき研究は、「ローマ」
側ではなく、「ゲルマン」の方であり、「ゲル
マン人」をどう扱うか、解釈史や研究史を概
観し、分析法の見通しを得るところまで研究
した。しかし、今後の課題はまだ多いと感じ
ている。「ローマ」「ゲルマン」の二項対立を
止揚した上で、いかに 5世紀の時代像をまと
め上げるかということが、研究代表者の次の
大きな課題である。 
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